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一：p〈．01　　（）内は相関係数
Fig．4．　テニスのパス・ダイアグラム
e
ハ　フォーマンス
　しかし，所属感からセルフ・エフィカシーへ，また，達成意欲からパフ
ォーマンスへは想定した正のパスはなく，所属感がパフォーマンスに及ぼ
す効果はみられなかった。つまり，達成意欲とセルフ・エフィカシーは，
両変数間の関係における仲介変数として示されなかったことになる。
　本研究では，勝利志向・競技志向といった同様の志向性をもつクラブを
対象としているにもかかわらず，このように異なる結果が得られた。研究
2のテニス部は研究1のバドミントン部よりも，競技大会において上位の
部（ランク）に属している。そのため，この2つのクラブは競技レベルが
同一であるとは言い難い。競技レベルを考慮に入れることにより，所属感
のパフォーマンスに対する影響はより明らかになると考えられる。
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　モデルの一般性について明確な見解は得られなかった。研究2では達
成意欲とセルフ・エフィカシーとの問に有意な相関関係があることから
（r＝．45，pく．01），モデルについてさらなる検討が必要であろう。
【まとめと今後の課題】
　バドミントン競技を用いた研究1では，まず，心理面，技術面，体力面
を含めたモデルを検討した。その結果，技術，体力，所属感がパフォーマ
ンスを予測することがわかった。また，心理的側面に限定したモデルに従
った分析では，仲介変数として想定した達成意欲とセルフ・エフィカシー
が独立であるモデルにおいて，最もあてはまりがよかった。テニスを対象
に行った研究2では，研究1で得られた心理的側面のモデルにそってパス
解析を行った。その結果，所属感から達成意欲へ，セルフ・エフィカシー
からパフォーマンスへのパスがあるのみで，達成意欲とセルフ・エフィカ
シーは凝集性とパフォーマンス関係の仲介変数としては示されなかった。
　所属感とパフォーマンスの関係についてみれぽ，研究1において，所属
感はパフォーマンスに対して直接的にも間接的にもポジティブな影響を及
ぼしていた。先行研究で団体競技においては明らかにされていたが，個人
競技であるバドミントンにおいても，所属感がパフォーマンスの予測因子
として重要なものであることが実証された。しかし，研究2では所属感の
パフォーマソスに対する効果はみられず，競技レベルによる差異が示唆さ
れた。
　本研究では，所属感は1項目を採用していることから，尺度として若干
の問題があったかもしれない。複数の項目を設定することで所属感の評定
が安定するであろう。また，パフォーマンスについては，その指標として
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チーム内に部ける相対的順位を用いた。パフォーマンスを測定する方法と
して，勝率や順位を用いる研究は多くみられるが，より適切な尺度がある
と考えられる。勝敗という客観的指標に依存するだけではなく，パフォー
マンスレベルに応じて評価される主観的指標をも考慮することが重要であ
る。
今後は，測定方法を改善し，様々な競技レベルを対象とすることによ
り，モデルの一般性を検討していく必要がある。
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【Summary】
The　Effects　of　a　Sense　of　Belonging，　Achievement　Motivation
　　　　alld　Self－E缶cacy　on　Performance　in　Individual　Sport
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ryoko　Kawashima
　　The　purpose　of　this　study　was　to　exa皿ine　the　influences　of　physical　and
psychological　factors　on　performance　in　individua正sport，　Cohesion　is　con噛
sidered　as　the　one　of　the　psychological　factors．　Its　important　aspects　related
to　performance　are　dif〔erent　in　ter皿of　the　nature　of　sports，　and　a　sense　of
belonging　is　regarded　as　the　principal　variable　in　individual　sport，　This
study　was　constructed　of　two　field　experiments　and　at　first　the　influences
of　physical　and　psychological　factors　on　badminton　performance　were　ex－
amined　using　path　analysis．　The　result　showed　that　the　paths　fro皿phys－
ical　factors　and　a　sense　of　belonging　tQ　performance　were　signi丘callt，　and
revealed　that　psychological　factor　was　important　as　well　as　phy＄ical　factors．
On　the　psychological　factors，　the　following　model　was　found，　a　sense　of　be－
10nging→（achievement　motivation，　self・eMcacy）→performance．　The　study　2
　　　　．examlned　the　psychological　effects　on　tennis　performance　in　detail，　but　the
model　was　not　supported．　These　result　suggested　that　there　was　the　need
for　further　research．
［Key　words：asense　of　belonging，　achievement皿otivation，　self・e伍cacy，　per－
　　　　　　　　　　　formance．】
（学習院大学人文科学研究科博士後期課程心理学専攻）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【脚　注】
1）研究1は平成4年度学習院大学文学部卒業論文のデータを再分析したものであ
　　る。研究2は平成6年度学習院大学人文科学研究科修士論文の一部を補筆修正
　　　したものである。
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　　なお，本研究のデータは日本心理学会第58回大会（1994年度）において報告
　　したものである。
2）本論文の作成にあたりご指導いただきました学習院大学文学部中村陽吉教授，
　　竹綱誠一郎助教授に深く感謝いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　【付録】
＜資料1＞
　以下に挙げるショットを打つことができるか，又，打つことができるならばその
成功確率はどのぐらいか，％で答えて下さい。練習・試合を通じて，打てる確率
です。
　＊10％，20％，30％，40％，50％，60％，70％，80％，90％以上の中から選ん
　　で記入して下さい。
ドロツプ
カット
逆カット
バツクハンドドロツプ
ドライブ
パックハンドドライブ
フツシュ
バックハンドプッシュ
スマッシュ
ロングスVッシュ
カットスマッシュ
バックハンドスマッシュ
ハイクリアー
ドリブンクリアー
ハイバツク
ネット（ストレート・フォアー）
　　　　（ストレート・バック）
　　　　（クロス・フォァー）
　　　　（クロス・パック）
　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
プッシュレシーフ
　　　　　　　　　のスマッシュレシーフ
ロビソグ（はね上げ）
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＜資料2＞
　以下に挙げるショットを打つことができるか，又，打つことができるならぽその
確実性はどのぐらいか，％で答えて下さい。練習・試合を通じての確実性です。
　　＊10％，20％，30％，40％，50％，60％，70％，80％，90％以上の中から選ん
　　　　で記入して下さい。
・Service
・G．Stroke　fore
　rally
　passing　shot
　apProach　shot
　drop　shot
lob
。G．　Stroke　back
ra11y
　passing　shot
　apProach　shot
　drop　shot
slice
flat
spin
reverse
slice
flat
top　spln
slice
fiat
　　　　　．top　spln
slice
flat
　　　　　コtop　spln
slice
flat
　　　　　．top　spln
slice
且at
　　　　　　top　spln
slice
flat
top　spln
slice
flat
top　spln
Slice
flat
top　spin
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　　　　lob
　　　・Vo11ey　fore
　　　。Volley　back
　　　。Smash
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　　　　high
　　　　half
　　　　lOW
　　　　high
　　　　half
　　　　lOW
　　　　smash
　　　　ground　s．
　　　　backhand　s．
yes／no
yes／no
yes／no
yes／no
yes／no
yes／no
yes／no
yes／no
yes／no
yes／no
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